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我
々
自
民
党
は
、
直
ち
に
生
ま
れ
変

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
く

ば
、
完
全
終
了
だ
。
二
度
の
大
型
選
挙
大

敗
を
受
け
、
自
民
党
に
そ
の
自
覚
や
覚

悟
は
あ
る
の
か
。
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
何

が
変
わ
る
べ
き
こ
と
な
の
か
。 

大
野
）
直
近
の
衆
参
両
院
選
挙
の
大
敗

は
、
過
去
の
大
敗
と
は
質
的
に
全
く
異

な
る
と
認
識
し
て
い
る
。
国
民
の
皆
様

か
ら
は
、
資
金
問
題
に
加
え
、
将
来
不
安

に
全
く
応
え
ず
向
き
合
っ
て
も
く
れ
な

い
、
何
も
や
り
た
く
な
い
オ
ー
ラ
を
全

力
で
出
し
て
い
る
政
党
だ
、
と
少
な
く

と
も
そ
う
見
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。 

例
え
ば
、
経
済
対
策
。
ガ
ソ
リ
ン
暫
定

税
率
廃
止
を
巡
る
顛
末
は
、
国
民
に
は

全
く
伝
っ
て
い
な
い
。「
や
る
と
言
っ
た

の
に
、
や
ら
な
い
政
党
」
に
見
え
た
は
ず

だ
。
ま
た
野
党
の
減
税
主
張
に
対
し
て

も
、
財
源
問
題
だ
け
の
反
論
を
繰
り
返

せ
ば
、「
政
府
を
守
る
よ
り
国
民
を
守
れ
」

と
の
声
を
頂
く
に
至
る
の
は
必
然
だ
。

こ
の
ま
ま
「
向
き
合
っ
て
も
く
れ
な
い

政
党
」
で
い
い
は
ず
が
な
い
。 

我
々
に
は
積
み
上
げ
て
き
た
こ
の
国

の
社
会
を
豊
か
に
す
る
構
想
と
現
実
的

政
策
が
あ
る
。
賃
金
が
将
来
に
亘
っ
て

上
が
っ
て
い
く
社
会
だ
。
中
小
企
業
政

策
に
私
が
長
ら
く
注
力
し
て
き
た
の
も

こ
の
た
め
だ
。
社
会
主
義
国
家
の
よ
う

に
、
誰
か
に
豊
か
に
し
て
も
ら
う
の
で

は
な
く
、
働
け
ば
見
合
っ
た
豊
か
さ
を

自
ら
享
受
で
き
る
社
会
だ
。
だ
か
ら
例

え
ば
、
下
請
け
企
業
が
賃
上
げ
で
き
る

よ
う
、
元
請
け
に
は
厳
し
い
が
、
下
請
法

も
改
正
し
た
（
そ
の
他
詳
細
は
後
述
）
。 

無
論
、
理
想
の
状
態
に
辿
り
着
く
ま

で
は
、
給
付
や
減
税
、
内
需
拡
大
も
視
野

に
入
る
。
し
か
し
選
挙
を
過
剰
に
意
識

し
た
無
節
操
な
救
済
策
は
、
こ
の
国
を

間
違
っ
た
方
向
に
導
く
。
更
な
る
物
価

上
昇
が
待
ち
受
け
る
。
そ
う
な
っ
た
ら

ま
た
給
付
と
減
税
な
の
か
。
国
債
も
買

い
手
不
足
、
供
給
力
も
低
下
し
て
い
る
。

自
分
の
足
を
喰
う
タ
コ
の
如
く
、
持
続

可
能
で
は
な
い
。
こ
の
方
向
の
先
に
は
、

が
ん
ば
れ
な
い
社
会
が
待
ち
受
け
る
。

社
会
主
義
で
い
い
の
か
。 

何
を
し
た
い
の
か
、
を
明
確
に
伝
え

ら
れ
ず
、
他
党
の
主
張
に
反
論
す
る
だ

け
の
政
党
に
、
未
来
は
な
い
。
原
点
に
戻

り
、
国
民
の
皆
様
に
直
接
向
き
合
い
、
将

来
に
向
け
た
羅
針
盤
を
示
す
以
外
に
、

こ
の
国
が
真
っ
当
な
方
向
に
向
か
う
は

ず
が
な
い
。
ま
ず
は
自
ら
意
識
と
姿
勢

を
正
す
。
そ
の
上
で
党
改
革
や
政
治
改

革
を
断
行
し
、
国
民
の
た
め
の
政
策
を

断
行
し
た
い
。 

３
０
年
間
、
成
長
で
き
な
い
デ
フ
レ

（
物
価
下
落
）
状
態
か
ら
、
よ
う
や
く
脱

し
た
日
本
。
た
だ
、
今
の
物
価
上
昇
は
、

成
長
の
結
果
で
は
な
く
輸
入
物
価
の
上

昇
が
原
因
だ
。
賃
金
が
追
い
付
い
て
い

な
い
。
日
本
の
貨
幣
価
値
が
突
発
的
に

下
が
っ
た
状
態
だ
。
賃
金
が
追
い
付
く

の
に
半
年
か
ら
１
年
か
か
る
。
こ
の
ギ

ャ
ッ
プ
に
誰
し
も
戸
惑
い
が
伴
う
。
埋

め
る
に
は
、
家
計
・
企
業
・
金
融
・
政
府
・

外
国
（
為
替
）
の
す
べ
て
の
資
金
の
流
れ

を
、
物
価
連
動
さ
せ
な
け
れ
ば
社
会
は

回
る
は
ず
が
な
い
。 

こ
れ
ま
で
、
家
計
に
は
、
累
計
３
０
兆

円
近
く
の
定
額
所
得
減
税
・
燃
油
・
子
育

て
等
の
対
策
を
実
施
し
た
。
企
業
に
は
、

下
請
法
改
正
や
税
制
等
に
よ
る
賃
上
げ

促
進
・
投
資
促
進
税
制
・
リ
ス
キ
リ
ン

グ
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
・
造
船
や
半

導
体
な
ど
の
地
方
へ
の
戦
略
投
資
支
援

な
ど
。
金
融
に
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
貯

蓄
に
滞
留
す
る
資
金
を
投
資
に
回
す
制

度
改
正
。
政
府
に
は
、
病
院
や
介
護
な
ど

を
支
え
る
公
定
価
格
を
含
め
た
歳
出
全

体
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
求
め
、
概
算
要
求

か
ら
措
置
さ
れ
た
。
政
府
税
収
増
分
を

家
計
に
移
せ
ば
、
病
院
や
介
護
は
潰
れ
、

大
学
は
閉
校
に
追
い
込
ま
れ
る
。 

日
本
の
付
加
価
値
を
生
み
出
し
て
い

る
の
は
企
業
だ
が
、
海
外
に
相
当
流
れ

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
誰
も
付
加
価
値
を

生
ま
ず
、
政
府
と
家
計
の
間
だ
け
で
給

付
と
減
税
の
政
争
を
繰
り
返
し
て
い
る

間
に
、
幻
想
に
酔
い
な
が
ら
、
ゆ
で
ガ
エ

ル
の
如
く
、
衰
退
す
る
。 

党
内
で
個
別
に
制
度
改
正
を
行
っ
て

き
た
外
免
や
土
地
、
保
険
料
未
払
い
問

題
な
ど
の
外
国
人
政
策
に
つ
い
て
、
バ

ラ
バ
ラ
な
対
応
が
混
乱
を
招
い
た
と
の

認
識
か
ら
、
関
連
政
策
を
統
合
し
た
上

で
、
潜
在
的
な
問
題
に
も
政
府
が
一
体

的
・
整
合
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
内
閣

に
司
令
塔
組
織
の
設
置
を
求
め
、
実
現

し
た
（
私
は
取
り
ま
と
め
役
）
。
年
内
に

取
り
組
み
方
針
も
ま
と
め
る
。
ル
ー
ル

を
守
る
外
国
人
は
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

守
ら
な
い

人
は
ゼ
ロ

に
す
る
。
過

激
で
誤
っ

た
政
治
メ

ッ
セ
ー
ジ

は
慎
む
べ

き
だ
。 

ＦｏｒｕｍＫ 

大野敬太郎 

衆議院議員 自民党香川３区支部長 
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と
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司
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憲
法
は
改
正
す
べ
き
だ
。
憲
法
審
査

会
の
問
題
は
、
改
正
の
た
め
の
議
論
で

は
な
く
、
議
論
の
た
め
の
議
論
に
終
始

し
て
い
る
こ
と
だ
。
公
明
・
国
民
・
維
新

等
も
改
正
を
主
張
し
て
い
る
が
、
他
党

が
無
駄
に
議
論
を
引
き
延
ば
し
て
い
る
。

「
憲
法
と
現
実
の
乖
離
」
の
典
型
例
は

自
衛
隊
だ
。
主
権
国
家
の
最
も
根
幹
的

な
役
割
で
あ
る
「
国
防
規
定
」
を
欠
い
て

い
る
た
め
、

「
民
主
統
制
」

の
規
定
す
ら

な
い
。
そ
の
方

が
お
か
し
く

な
い
か
。 

 

農
家
は
１
反
（
約
３
百
坪
）
あ
た
り
７

～
８
俵
（
１
俵
６
０
㎏
）
生
産
す
る
。
す

な
わ
ち
農
家
さ
ん
が
平
均
年
収
を
得
る

に
は
、
２
町
（
６
千
坪
）
、
米
価
が
上
が

る
前
な
ら
４
町
も
必
要
だ
。
こ
れ
に
「
種

苗
、
飼
料
、
機
械
償
却
、
乾
燥
等
燃
油
」

な
ど
の
生
産
コ
ス
ト
も
加
わ
る
。
資
本

家
に
よ
る
大
規
模
農
地
な
ら
ま
だ
し
も
、

と
て
も
過
酷
な
労
働
だ
。「
高
い
か
ら
安

く
せ
よ
」
、
と
い
う
の
は
消
費
者
な
ら
当

然
だ
が
、
田
舎
で
子
育
て
中
の
農
家
に

は
、
と
て
も
残
酷
な
言
葉
だ
。
安
す
ぎ
る

と
離
農
が
進
み
、
消
費
者
は
外
国
産
し

か
入
手
で
き
な
く
な
る
。 

食
料
危
機
管
理
政
策
で
あ
っ
た
備
蓄

米
を
価
格
調
整
の
た
め
に
随
意
契
約
で

放
出
し
た
。
な
ら
ば
今
後
、
随
意
契
約

で
の
買
取
も
検
討
す
べ
き
だ
。
ま
た
、

流
通
コ
ス
ト
は
異
常
だ
。
店
頭
価
格
が

２
倍
に
な
っ
た
際
、
な
ぜ
流
通
コ
ス
ト

ま
で
２
倍
に
な
っ
た
の
か
。
合
理
化
と

そ
の
た
め
の
制
度
改
革
が
急
務
だ
。 

来
年
か
ら
施
行
さ
れ
る
改
正
下
請

法
。
中
小
下
請
け
企
業
の
賃
上
げ
の
た

め
、
構
造
的
な
価
格
転
嫁
を
実
現
す
る

も
の
だ
。
約
２
０
年
ぶ
り
の
大
改
正
。

党
中
小
企
業
政
策
調
査
会
で
長
ら
く
議

論
し
改
正
を

実
現
し
た
。

今
後
も
確
実

な
実
施
を
求

め
て
い
く
。 

  

造
船
は
国
家
戦
略
産
業
だ
。
ア
メ
リ

カ
も
商
船
建
造
能
力
の
低
下
を
安
全
保

障
上
の
課
題
と
捉
え
始
め
発
注
先
の
多

様
化
を
す
る
。
日
本
に
と
っ
て
は
チ
ャ

ン
ス
だ
。
党
経
済
安
保
推
進
本
部
で
集

中
的
に
議
論
し
、
政
府
側
と
の
調
整
の

上
、
大
胆
な
提
言
と
し
た
。
対
米
投
資

で
は
な
い
。

国
内
投
資
を

増
や
し
、
造

船
業
を
復
活

さ
せ
、
造
船

業
を
有
す
る

地
方
を
潤
し

た
い
。 

  

世
界
の
主
要
国
で
も
、
民
主
主
義
上

の
脅
威
と
な
り
つ
つ
あ
る
真
偽
不
明
な

偽
情
報
。
先
の
国
会
で
は
、
与
野
党
間

で
対
応
策
を
確
実
に
措
置
す
る
合
意
を

取
り
付
け
、
公
職
選
挙
法
の
附
則
に
盛

り
込
ん
だ
。
確
実
に
措
置
し
た
い
。 

    

    

財
務
金
融
委
員
会
の
質
疑
で
、
日
本

も
報
復
関
税
が
可
能
で
あ
る
と
の
答
弁

を
引
き
出
し
た
。
従
来
、
可
能
か
不
可
能

か
曖
昧
に
し
て
き
た
も
の
だ
。
日
本
は

ア
メ
リ
カ
や
中
国
、
Ｅ
Ｕ
と
異
な
り
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
パ
ワ
ー
を
持
た
な
い
の
で
、

実
施
す
る
か
ど
う
か
は
相
当
慎
重
な
判

断
が
求
め
ら
れ
る
が
、
可
能
で
あ
る
こ

と
を
内
外
に

示
す
必
要
は

あ
る
。 

         

 

党
内
議
論
や
政
策
調
整
か
ら
立
法
ま

で
、
全
て
に
携
わ
っ
た
日
本
学
術
会
議

法
・
サ
イ
バ
ー
防
御
法
・
公
職
選
挙
法
を
、

少
数
与
党
と
い
う
困
難
を
乗
り
越
え
て

成
立
さ
せ
た
。
衆
参
両
院
で
少
数
と
な

っ
た
今
後
の
審
議
は
、
そ
う
は
い
か
な

い
。
心
し
て
日
本
を
前
に
進
め
た
い
。 

           

憲
法
に
自
衛
隊
を

明
記
せ
よ 

コ
メ
騒
動
に
想
う 

憲法審査会 

下
請
法
改
正
実
現 

い
よ
い
よ
賃
上
げ 

戦
略
産
業
の
造
船 詳細は 

ここから 

詳細は 
ここから 

創薬力強化の取組       科学技術力強化の取組      地元の漁師町で漁村の    子育て現場で現役世代の   ＢＢＱを通じ農家から   善通寺護国神社の例大祭で 
（自民党ＷＥＢ ）       （日本経済新聞・産経新聞 ）    発展と海業の振興を図る   保険料の減額を思案      コメ政策の批判を伺う  ご英霊に感謝の意を伝える 
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偽
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と
Ｓ
Ｎ
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詳細は 
ここから 

詳細       ＡＮＮ      日経 

報
復
関
税
可
能
に 

詳細は 
ここから 

産経 
新聞 

重
要
法
案
３
本

成
立
も
今
後
は 

中小企業調査会 経済安全保障推進本部 

これまでの実績とメディア情報 

時事問題や政治動向を大野独自の視点でいち早く不定
期で皆様にメールニュースとしてお届けしております。入退
会は自由で、もちろん無料です。是非お試し下さい。 

西讃地域は太宝会、中讃地域は大志会として、地域や日
本のあるべき姿をご来場いただいた皆様と共に議論する会
です。奮ってご入会ご参加ください。 

ポスター掲示や新聞配布等につき、地域でお世話頂ける
方を募集中です。また会費制の ForumK 正規会員を随時募
集中です（入会申込書有り）。詳しくは WEBか事務所まで。 

≪略歴≫昭和４３年１１月１日生まれ。さる年さそり座Ｏ型。丸亀在住・本籍豊浜。座右の銘は先憂
後楽。好きな作家は塩野七生と司馬遼太郎。坂出附属中（ブラバン）・丸亀高校（テニス・器械体
操）・東京工大卒・同大学院修士修了、後に東京大学博士号取得。富士通研究所、米カリフォル
ニア大学バークレー校客員フェロー、東京大学産学官連携研究員、大臣秘書官などを経て自民
党衆議院議員候補者公募に応募。２０１２年、第４６回総選挙にて初当選。現在当選 5回。 
≪これまで≫防衛大臣政務官、内閣府副大臣（経済安全保障、防災等）、副幹事長、総務会副
会長、国会対策副委員長、議院運営委員会理事、政治改革特別委員会筆頭理事、決算行政監
視委員会理事、外務委員会理事など。 
≪現在≫政務調査会副会長、経済安全保障推進本部幹事長、社会保障制度調査会創薬力強
化ＰＴ座長、中小企業調査会中小企業金融小委員長、科学技術・イノベーション戦略調査会会
長、アジア安保環境ＰＴ事務局長など。その他、人口減少対策、農村基盤整備ため池小委員
会、和の住まい、量子技術推進、フランス、イスラエル、ヨルダン等の議員連盟の事務局長など。 
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関連与野党協議会 
財務金融委員会 


